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 【目的】回想法は、これまで日本においては、平成 14 年度初めて愛知県北名古屋市に
回想法センターが設立され、地域における介護予防のツールとして、取り組みが始まっ
ている。効果としては、認知機能の改善、QOL の向上、閉じこもりの改善を得ている。
さらに平成 16 年に岐阜県明智町に日本で 2 つ目の回想法センターが設立され、地域在
住高齢者に対する介護予防に資する回想法の有効性の研究（梅本，2007）で同じく認知
機能の改善，QOL 向上などの効果を得ている。また梅本は、同研究において音の回想と
しての予備調査を実施し、音による回想では、情緒表現が多く、満足度が高いことを確
認している。本研究は、この取り組みをさらに発展させ、地域高齢者に対する介護予防
の有効性の検証をおこなう。また既存の視覚に音という聴覚を組み合わせ、新たな回想
法の手法として「音の回想法」の開発、構築の検討をおこなうことを研究目的とする。
【方法】研究参加者：A 地域在住高齢者 (認知症診断を受けていない高齢者 )9 名を調査。
性別（男３名、女６名）年齢（65 歳～86 歳）平均 73 歳  
調査期間：H22 年 8 月 11 日～H22 年 9 月 29 日  
展開方法：広報誌により参加者募集を行い、回想法センターにて、週１回、1 時間、計
８回のクローズ・ド・グループセッションを施行。リーダー1 名(筆者)，コ・リーダー2
名，記録者 2 名で実施。プログラムは、成長発達段階にそったテーマと季節の思い出を
織り込み、回想法の導入でテーマごとに懐かしい音を５つ選び聞いてもらい、その音に
関連した回想を語り合う方法をとった。さらに毎回テーマに沿った懐かしい音をイメー
ジし絵を描いてきてもらった。最終回では、パソコンに高齢者が想起した絵や写真（高
齢者自身が描いた絵や持参した写真）、語りをその場で高齢者とともに取り込み、音地
図を作製し、音を入力したり、参加者とともに懐かしい話を回想した。 
調査項目：セッション評価（ベンダーの継続記録表改変版）毎回修了後計 8 回調査, 
QOL(SF36) 認知機能検査（SKT）を回想法介入前後、計 2 回実施。解析方法：統計解析
はすべて SPSS12.0(spss 社)を用いて行った。セッション評価、QOL(SF36) 認知機能検
査（SKT）、回想法修了後参加者へのアンケート実施。ノンパラメトリック変数の２群間
の比較において Wilcoxon 検定を行った。【倫理的配慮】調査にあっては、本人と家族へ
説明後、同意書署名により同意を確認し倫理的配慮を行った。 
【結果・考察】ベンダーの継続記録表によりセッションの短期効果を検証し、1 回目と
８回目を比較し｢喜び・楽しみなどの満足度｣｢回想・発言内容の質｣、｢対人コミユニケー
ション｣、｢参加意欲・積極性｣、｢回想内容の発展性｣全 5 項目に有意差（1～5％水準）
がみられた。またセッションの毎回の平均値による結果は、1 回目と 8 回目 5％水準で
有意差が得られた。懐かしい音を使うことで回想も多く想起され、自宅に戻ってからも
絵を描くことで家族とのコミュニケーションもとれ、回想が持続されている。内容も具
体的なエピソードが多く語られた。次に介入前後の認知機能では、注意力に 5％水準で
有意差が得られた。QOL(SF36）尺度では「体の痛み(BP)」項目に 5％水準で有意差を得
た。QOL とは、毎日の生活をどのように楽しんでいるか、それが病気のためにどのよう
に妨げられているかを取り上げる概念である。QOL は主観的なものであり、痛みが日常
生活に影響及ぼさないという結果とセッションによる喜び・楽しみの満足度の改善は、
QOL を改善し、さらに認知機能の改善など、介護予防への効果が示唆されたと思われる。 
 
 
 
 
 
